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ニュースから見た台湾の「人肉捜索」に対する意識

周 典芳＊

�．はじめに

台湾ネット情報センター（Taiwan Network In-

formation Center、TWNIC）の調査１によると、

２０１３年時点で、ネットユーザーは、人口の

７７．０９％を占めている。アジアでは、韓国

（８２．５％）日本（７９．５％）の次に、三番目とな

る。スマートフォンの普及によって、Wi-Fiや

無線ランを利用するのも２０１１年より１１．９％増え

た。ソーシャルメディアの利用も、情報検索や

メール送受信より、大幅に増加した。

Blogや Facebookなどのソーシャルメディア

が流行している現在、ネット上のなんらかの情

報を手係りに、ある人物の個人情報を見つけ出

すのはさほど難しいことではない。ネット利用

者たちが、掲示板などを使って、特定の人物の

身元や私的な情報を収集し、公開するといった

行動が、中華圏では「人肉捜索」（Human Flesh

Search）と呼ばれる。ここでいう「人肉」とは、

「人力」あるいは「人工」といった意味だ。詳

しく言えば、特定人物の名前、年齢、就職先、

住所などの個人情報を複数人でネット上に提供

し、膨大な情報から検索したり、特定人物周囲

の者からの情報提供を呼びかけたりして、公開

してしまうのである。

「人肉捜索」は、普通のネット上の争いから

生じたことではなく、大きく二種類に分けられ

る。一つは、警察が事件の容疑者を追跡する時

などに、ネットで情報提供を呼びかける。そし

て、ネットでそれを目にした人たちが協力す

る。もう一つは、法律で裁かれるレベルではな

いかもしれないが、道徳的、倫理的に反する事

（たとえば、動物虐待、交通規則違反、親不孝、

不倫）を行った者に対して、制裁を課すため、

或いはその者の所属する組織へ告発するため

に、「人肉捜索」を行う。後者は、最近台湾で

頻繁に起こり、しばしば話題となって、メディ

アに取り上げられた（周、２０１１）。

２０１１年１１月『親子天下』という雑誌の調査結

果２によると、５７％の中高生は、他人のよくな

いと思う行為を見かけると、携帯で撮影して、

ネットにかけて、不特定な他人に人肉検索させ

ることに同意する。僅か２０％の人が反対する。

つまり、インターネットやソーシャルメディア

の普及が「人肉捜索」を可能にした。

台湾において、「人肉捜索」に関する研究は、

プライバシー問題とそれに関する法律から論じ

るのが一番多い。最近では、ネット上の集団活

動を探求する研究が増えてきた。たとえば、方

正璽、林芳羽（２０１０）は「人肉捜索」をネット

上の暴力だと指摘する。張俊培（２０１１）は「人

肉捜索」をゲームと似ている楽しみを持ち、参

加者は帰属感と能動性を感じるので、多発する

と解釈する。 裕勝（２０１１）と袁涵玉、陳百零
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（２０１３）は「人肉捜索」を正義に対する期待か

ら生じる見張りであると解釈する。つまり、今

まで「人肉捜索」に関する研究は、「法律の面

の規制」と「行動の意味と影響」二つの側面か

ら論じるのが中心であったが、本稿では、「人

肉捜索」が多発する台湾社会において、それを

どう評価するのかについて、探求しようとす

る。

そもそもニュースは価値観を含む。鏡のよう

に事実を映すというよりはむしろ、作られたも

のである。その作り方は、記者のおかれた社会

的文脈と組織環境によって決められる（Jensen

K.B., 2002）。したがって、ニュースの内容を分

析してみれば、その社会的文脈を探求できる。

ニュースに含まれた意識も、しばしば主流的な

価値観に呼応する（Gans, 1979）。本稿は、ニュー

スに含まれた意識が、その社会の主流的な価値

観に反映できるという考えに基き、この数年

間、台湾で話題となった「人肉捜索」に関する

事件を呈示し、それに関する報道の仕方を通し

て、台湾における「人肉捜索」行動に対する共

通の意識を探求したい。

�．「人肉捜索」について

「人肉捜索」はいつ頃から生じた現象だろう

か？始まりの時期を確定するのは難しいが、林

奇秀（２０１１）のまとめによると、中国では、２００１

年頃に始まったと推定できる。２００６年２月に、

ある女性が自分が履いているハイヒールで子猫

を潰し殺した。その写真がネットに流された。

その動物虐待事件を見過ごせないネット利用者

たちが、写真の背景と人物を情報源とし、子猫

を虐待した女性の身元を協力的に探り出そうと

した。これは最初の「人肉捜索」行動ではない

かもしれないが、話題となって、注目された始

まりである。その時使われたサイトは「 」

（MOP）３というサイトであった。２００６年に

は「人肉捜索」専用の掲示板４を設置し、それ

によって「人肉捜索」が急激に増えてきたと考

えられる。中国では２００１年から２００７年の７年間

におよそ３１件あったが、２００８年から、百を超え

るようになった。１／４の人肉検索事件が全国

で注目され、話題となった。２００８年に「中国青

年報」が２４９１人を対象に行ったネット調査５に

よると、５８．７％の人が「人肉捜索」のことを知っ

ている。１３．２％の人が「人肉捜索」に参加した

ことがある。この数字からみれば、人肉検索は、

中国でたまに生じる事件では決してなく、平均

三日に一回の頻度で起こる。半分以上の人がこ

のようなネット検索行動について知っていて、

一割以上の人が経験者であることになる。さら

に、 「人肉捜索」専用掲示板に、「人肉捜

索」について、「ネット利用者の知恵と力を合

わせて、質問や問題解決において助け合える。

国家の法律や道徳の基本に従った上で、利用し

てください。」と書いてある。要するにサイト

側は人肉検索を「問題解決のための助け合い」

であると定義した。

メディアの利用と満足（use and gratifications）

の視点からみれば、ネット利用者が積極的に自

ら人肉検索行動に参加するのは、自分の欲求を

満たし、楽しみを感じるためと考えられる。張

俊培（２０１１）は、台湾で「人肉捜索」の経験者

にインタビューした結果、「人肉捜索」はゲー

ムと似ているような楽しみを持つと主張した。

なぜかというと、ネットでいろいろな情報を集

め、その中から意味を持つ情報を選別していく

のは、謎やパズルを解くような感覚である。さ

らに、解いた時に得られる快感は探偵のそれに

近い。そして、ネットに集まった人肉捜索参加

者たちは、自主的に仲間に入ったので、帰属感
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と能動性を感じることができ、また、人肉捜索

という行動は、目的と目標がはっきりと決まっ

ているため、その目標に沿ってみんなと同じ行

動をするだけで、共感共鳴を得られやすい。そ

の上、人肉捜索は他人を覗くことに近く、覗き

による刺激と快感も得られる。最後に、人肉検

索の目的は、不正なことをした人物に対して制

裁を課すためなので、その人物を大勢のネット

利用者と一緒に指摘することによって、自分が

正しいという正義感を感じることができ、たと

え、他人の情報を晒す不安や罪悪感を感じて

も、このポジティブな自己意識に勝つことはで

きない。さらに、共同作業のために、犯罪意識

も希薄になってしまう。

�．中華圏で「人肉捜索」が多発する理由

確かに「人肉捜索」は、中華圏に限って発生

することではない。韓国や日本において似たよ

うな事件があった。たとえば、２００５年７月、韓

国で「Dog Poop Girl」事件があった。地下鉄の

車内で飼い犬がウンチをしたのに、それを放置

した女子大生に対し、多数のネット利用者がそ

れを見過ごさずに、ネット上で批判し、個人情

報まで公開された。２０１２年１１月には日本でも、

似たような事件が発生した。それは「逗子ストー

カー殺人事件」である。報道による６と、事件

前、容疑者がネット利用者に依頼し、被害者の

自宅の詳しい住所を割り出そうとする書き込み

がネットの質問コーナーにあった。

確かにネットやソーシャルメディアが普及し

た社会において、他人の個人情報をネットで公

開するケースは世界各国にもある。しかし、中

国や台湾と比べると頻度はかなり少ないのだろ

う。たとえば、イギリスの BBCは、「人肉捜索」

を「human flesh search engine」と訳す。アメリ

カはさらに「Chinese style internet man hurt」と

いう用語で「人肉捜索」を表現する７。要する

に、「人肉捜索」は中国式の人探しだといえよ

う。しかし、なぜ、中華圏に頻繁に起こるのだ

ろう？侯政男、蔡宗哲（２０１３）によると、厳し

いネット言論統制を強いている中国において、

ネット利用者は政治に関わる議題を警戒する傾

向が見られるが、過ちを犯したと思われる人物

を見出すのは、理性ではなくても、検索のプロ

セスの中、自分に力があると感じられるからこ

そ、「人肉捜索」が頻繁に行われる。

それではなぜ、ネット上の言論統制を行わな

い台湾においても、「人肉捜索」に違和感を持

たないのだろうか？台湾はどちらかというと、

集団主義社会の傾向が強い（Hofstede, 1983）。

ある者が道徳的、倫理的に反する事をすると、

それを知った第三者の中から、反感を抱き、そ

の事を世に問い、糾弾しようと考える者が現れ

る。「人肉捜索」はその糾弾の一手法とも考え

られる。

さらに、文化背景から、台湾のネット利用者

が「人肉捜索」に比較的に違和感を持たない理

由を考えてみよう。中華文化の中に、儒教思想

の基本として、「差序格局」の「関係主義」が

ある。簡単にいえば、序列を大事にする人間関

係である。これは儒教思想の「尊尊」と「親親」

による相互作用のルールである（費孝通、

１９４８）。この人間関係の特徴から考えれば、社

会規則に反する事をした人がもし身内なら、身

近に感じ、当事者の気持ちをより配慮すること

もできる。しかし、もし見知らぬ他人であれば、

遠い存在と感じる。したがって、他人の過ちを

批判する時、自分との関係によって違ってく

る。要するに、他人の過ちや社会規範を破るこ

とを平等的に評価するアメリカの大学生と比べ

ると、台湾の方は、自分との関係に基づいて、
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その過ちを非難する傾向がある。つまり、同じ

過ちだとしても、赤の他人を、自分の親類や友

人よりも、重く非難する傾向がみられる（ 光

國、２００５）。

�．台湾における「人肉捜索」の報道

本稿では、２０１０年から２０１３年の間に、テレビ

ニュースに報道された異なる種類の三つの「人

肉検索」の例を対象とする。その三つの種類の

「人肉検索」の報道に共通的な意識を見出そう

とする。

２０１０年、クリスマスイブの新北市で、あるド

ライバーが８６才の患者を搬送中の救急車の進路

を意図的に妨害、結果その患者が死亡するとい

う事件があった。この事件は、一週間も経たな

いうちに、ネット利用者が自由に書き込みでき

るフリー百科事典ウィキペディア（Wikipedia）

に掲載され、このドライバーの名前、生年月日、

所属大学、サークルはもちろん、親族の名前と

経歴までが公開された。

事件を起こしたドライバーの親が、テレビ

トークショーにコールインして、息子の状況を

説明しようとした。親の話によると、ドライバー

は鬱病のため、救急車のサイレンの音を聞く

と、パニック状態となったから、救急車の進路

を妨害した。そのため、多くの人の反感を招き、

ドライバーの FACEBOOKに荒しをしにいくよ

うになった。

以下は上記の事件に関するニュースである。

ほぼ全てのテレビ局で報道されたが、今回選ん

だのは、台湾の地上波放送の「民視」テレビ局

（Formosa TV Station）のニュースである８。

アナウンサー：台湾大学博士課程に在籍して

いる学生、このまえ、進行中の救急車を

妨害して、お年寄りの患者が遅延のため

に、病院に到着前になくなりました。ネッ

ト利用者たちは「人肉捜索」によって、

このドライバーの身元を見出しました。

さらに、最近同じ大学の人たちの間で、

このドライバーは、昔女性後輩と先輩

に、セクハラ行為をしたことがある、と

うわさが流れています。

記者：２４日の夜、救急車がサイレンを鳴らし

ながら、全力を尽くして、８６才の女性患

者の命を救おうとしている時、このオレ

ンジ色の車のドライバー、救急車に中指

を出して、わざとブレーキをかけた。ネッ

ト利用者たちの「人肉捜索」によって、

ドライバーの身元が判明した。彼は台湾

大学で歴史を専攻し、博士課程に在籍し

ています。大学側のアシスタントも、こ

の事件を起こしたのが、同大学の学生で

あることを、意外な展開だと感じてい

る。

インタービューされた大学の人：もちろん、

びっくりしました。残念だと思います。

ひとつの命がなくなりました。彼はもう

３０才を過ぎています。もし、法律的な責

任能力があれば、おそらく、自分で対応

しなければならない。

記者：父親の話によると、彼は心身症を患っ

ているらしいですが……

インタービューされた大学の人：学校生活に

限っていえば、われわれは彼のそのよう

な状態を見たことがないです。

記者：３３才、台湾大学歴史学博士課程に在籍

中の蕭くんは、口頭試問を通ると卒業で

きます。今このような事件を起こして、

大学側も連絡することができない。

記者：しかし、ネットで自称後輩の人が流し
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た情報によると、蕭くんは昔女子学生に

セクハラや盗撮したことがある

記者：学校での評判はどうですか？何か聞い

たことがありますか？

インタービューされた学生：女性先輩や後輩

をセクハラしたことがあるって、そうい

うふうに聞きました。

記者：今、蕭くんの身元が明らかにされた。

彼に関する情報はネットで流れている。

Facebookで非難する人数は十万を突破

した。この高学歴の知識人は、道徳に不

合格からだ。

上記の報道を見ると、ポイントは「救急車妨

害の悪質さ」、「人肉捜索に参加した人数」、「人

肉捜索によって得たドライバーの個人情報」、

「ドライバーの所属大学の非難的なコメント」

及び「ドライバーに関する悪いうわさ」などに

集中する。「人肉捜索」によって、ドライバー

の個人情報をネットに公開することは、この人

を社会的に抹消することに近い。しかし、これ

は過ちに相応する仕置きであろうか？しかも、

ネット利用者が仕置きを行うのは、適切であろ

うか？報道では、「人肉捜索」の良し悪しにつ

いては何も議論されなかった。

２０１２年１１月、運転中のバスに、四才児に席を

譲らない乗客を、携帯で撮影して、ネットにアッ

プロードしようとする母親がいた。この事件も

報道されて、議論された。台湾の地上波放送の

「華視」テレビ局（TBSCTS, Taiwanese Broadcast-

ing System: Chinese Television System）は、以下

のように報道した９。

アナウンサー：次のニュースは、あるお母さ

んからの告発である。皆さん、バスや地

下鉄に乗る時に、子供に席を譲ります

か？このお母さん、四才の子を連れて、

バスに乗った。結局、誰も席を譲ろうと

しなかった。このお母さん、携帯を出し

て、その場面を録画した。そうしたら、

なんと乗客に、四才児に席を譲る必要が

あるの？と質問されました。

記者：揺れてるバスで、すべての座席が満員

となる状態。めがねを掛けている男の

子、小さい手で手すりに掴まって、揺れ

ていた。座っていた乗客はみんな知らん

振りをして席を譲ろうとしなかった。

母親：人がこんなに多く、誰も席を譲ってく

れない。この場面を撮影して、YOUTUBE

に UPする。あなた何歳？

子供：四才。

記者：見過ごせない母親は、携帯で、乗客の

冷たさを録画した。後ろに青い服を着て

いる男性、顔を隠したりして、結局我慢

できずに、怒りが爆発した。

男性：何を撮影しているの？こんな年の子供

に席を譲る必要があるの？

記者：席を譲らないのに、挑発的な発言まで

した。この画像をネットに UPすると、

多くの人の反感を買った。

男性：普通なら、席を譲るでしょう。こんな

発言はしないと思う。

女性：まだ小さいから、席を譲るべきだと思

う。

記者：バス会社の運転手さんに聞くと、すべ

ての運転手さんは、安全のために、運転

する前に、乗客全員に席を譲ることを呼

びかけます。

バス運転手：優先座席に座っている方、お年

寄りや体の不自由な方、妊婦や子供に、

座席をお譲りください。

記者：優先座席のところに、このようなシー
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ルも貼り付けています。確かに、席を譲

るかどうか、法律で決めてない、真心か

らの行動である。しかし、もしこの子が

あなたの家の子供で、揺れているバスの

中で、転んで怪我をしたら、どう思いま

すか？

長崎の路面電車でも、「全席優先座席」と書

かれたシールが窓に張ってあるが、席を譲るか

どうか、本当に細やかなことである。２００９年の

ネット調査によると、台湾では七割の人は座席

を譲る１０。２０１３年５月に、指定席以外の車両に、

優先座席を１５％以上設置すべきだという「身心

障礙者權益保護法」が制定された１１。確かに座

席を譲るのは、良いことである。しかし、個人

のプライバシーより重要であるとは考えにくい

が、このニュースの報道の仕方から見れば、報

道の内容は、やはり「席を譲ることは当たり前

の美徳」、「席を譲らない人は、写真を撮られて

も、反論する資格がない」、「世間の冷たさ」の

三つである。要するに、席を譲らないと、顔付

きの映像を公開されても、文句は言えないので

ある。

顔付写真をネットに公開されても、不特定な

人は見ても誰か分からずに、すぐ忘れるかもし

れない。当事者の親族と身内は忘れようとして

も、忘れられない。名誉というのは、人間関係

の基本である。名誉に傷が付くと、これからの

社会生活を送りにくくなってしまう。一度ネッ

トに公開された情報は、完全に削除するのは、

不可能に近い。この事件の報道の仕方からみれ

ば、やはり四才児に席を譲らない乗客を指摘し

ている。撮影され、公開された乗客のプライバ

シーの侵害については、何も取り上げなかっ

た。

２０１３年に、ある女子大生が台湾で一番大きな

掲示板 BBSサイト１２に、別れた彼氏との恋のト

ラブルを書き込んだ。内容には借金、中絶、怪

我、自殺などが含まれていた。アッという間に、

元彼に対する辛辣な批判と非難のメッセージー

が溢れた。これについて、台湾のケーブルテレ

ビ局、中天テレビ（CTITV）は以下のように報

道した１３。

アナウンサー：この間、新竹のある女子大生

が、元彼に弄ばれたことを掲示板に書き

込むと、一日も満たないうちに、人肉検

索によって、元彼の個人情報が名前、学

校、所属学部など、ネットで公開されま

した。それだけではなく、罵った内容を

書いた紙が元彼が住んでいる寮のドアに

誰かに貼り付けられた。

記者：灰色のコートを着て、右手を犬のケー

ジに乗せて微笑んでる。一見無邪気な男

性に見えるが、女性を騙した悪質なマザ

コン男だと、元彼女によってネットで周

知されました。台湾で一番人気のある掲

示板には、キャンパス純愛物語という文

章が、最近、ものすごく人気があった。

この文章は、ある女子大生が恋の辛さ

と、切なさを涙ながらに書いたもので

す。ネット利用者たちは盛り上がった。

「執着をやめよう」、「彼のために自殺す

るのはばかばかしい」などと、いろいろ

とアドバイスした。

記者：多くの人に非難されたみたいですね。

インタービューされた女性：指摘する必要が

ないと思う。他人ごとだから。

インタービューされた男性：８０％は男性に問

題がある。妊娠とか、傷を負うとか、こ

のようなひどいことがあったから、男性

が悔しく感じても、黙ってこれを受け入
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れるべきだ思う。

記者：ネット利用者たちの罵声に対し、男性

の方も掲示板で弁解しました。女性が酔

い潰れた時に、一緒に車で台北の実家ま

で送った。彼女の自殺未遂を聞いた時

も、すぐに病院に駆けつけた。しかし、

ネット利用者たちは、彼の説明を受け入

れない。

インタービューされた大学の人：これは恋愛

トラブルだと判断します。すでに学校の

カウンセラーに頼んで、カウンセリング

を受けさせようとしています。

記者：学生たちの恋愛トラブルが注目を集め

たが、大学側は余計なコメントはしたく

ない。しかし、ネットに UPしたこの文

章は、話題となってネット上で盛り上

がった。「人肉捜索」まで起動されて、

個人情報が暴露されるに至る。ここまで

の展開は、二人の主人公にとっても最初

から予測も付かないでしょう。

上記の事件は、いままでのように社会規則に

反する事をした人を糾弾しようとするケースで

はなく、私的なことをネットで公開し、別れた

彼氏を「人肉捜索」の的にしたケースである。

そもそも恋のトラブルは極めてプライベートな

ことで、当事者以外の人なら、割り込む余地さ

えない。ネット利用者が他人のプライベートな

ことに立ち入って、当事者の個人情報を公開

し、リアルな生活に支障をきたさせるのは、プ

ライバシーの侵害である。しかし、報道におい

ては、依然として、「人肉検索」を批判するこ

とはない。インタービューをうけた通行人の女

性が「指摘する必要がないと思う。他人ごとだ

から。」と言ったり、大学側が「これは恋愛ト

ラブル」だとコメントしても、報道の重点はや

はり「男性の悪さ」と「ネットで盛り上がった

人肉検索」に置かれたのである。自分のプライ

ベートと別れた彼氏の個人情報をネットに公開

した女子大生に対して、何も議論されることは

なかった。

�．おわりに

本稿の目的は、この数年間、台湾で頻繁に起

こった「人肉捜索」事件についての報道を検討

することによって、それに対する社会共通的な

意識を探り出そうとするものであった。今回

２０１０年から２０１３年の間に話題となった異なる種

類の人肉検索に関する三つの事件を対象とし

て、それに関する報道を見た結果をまとめてみ

ると、台湾ではやはり「人肉捜索」を「正義感

による制裁行動」であると考える傾向が強い。

したがって、今回選んだ三つの事件において、

報道は「当事者の悪さ」、「人肉検索の盛況」と

「非関係者の憤慨」に重点を置いていた。この

ような報道の仕方はまさに「人肉捜索」を正当

化するものであった。韓国の「Dog Poop Girl」

事件がアメリカにも流された後、プライベート

法専門のアメリカの学者、Solove（２００７）はそ

れについて、当事者が犯した悪いことへの反応

は適切だろうか？行き過ぎではないだろうか？

などいくつかの興味深い問題を提起した。「人

肉捜索」は、言うまでもなくプライバシーの侵

害である。実名や身元に関する情報と共に、都

合の悪い情報がネットで白日の下に晒されれ

ば、被害者は有形無形の社会的制裁を免れない

だろう。決して称賛されるべき行動ではないは

ずだ。しかし、台湾では「人肉捜索」が果たし

て「私刑」なのか、或いは「正義感による制裁

行動」なのか、といった議論さえ、今回の報道

には見られなかった。
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台湾では２０１０年５月２６日から「個人資料保護

法」（個人情報保護法）が成立した。この法律

によって他人の情報や写真を公表する場合は、

事前に当人の許可を得ることが必要となった。

しかし、立法院での再審議で、「新聞報道」と

「公衆利益」に関わる問題については、当人の

許可を得なくても、ネットなどに身元や写真を

公表しても法律違反にはならないとされた。恐

らく今後も、動物虐待、交通違反、公共施設損

壊など、社会的に反感を招く事件に対し、ネッ

ト上で事件当事者の身元を暴きだす「人肉捜

索」が頻発するだろうと思われる（周、２０１１）。

本稿では、中華圏で「人肉捜索」が多発する

原因を文化的な要素から、解釈しようと試み

た。確かに「人肉捜索」について考える際、こ

のように文化的な要素を視点に入れるのは必要

なことだろう。しかし、本稿の解釈によっても、

答えられないのは、なぜ同じ儒教の影響を受け

た韓国や日本で、「人肉捜索」が頻繁に起こら

ないのだろうかということである。そもそも文

化はとても複雑なことで、いろいろな要素が絡

み合っている。その中の一部を取り出し、研究

者が期待する方向に向けて解釈するのは、難し

いことではない。したがって、この点について、

より緻密な比較や議論がなければ、答えること

ができないだろう。これからの研究にも文化的

な側面からアプローチすることを期待したい。

被害者にも加害者にもならないために、今の

情報社会において、どのような教育が必要なの

だろうか？メッセージの特性として、パソコン

の中に保存されたファイルは、転送、変造でき

るので、不特定な人に公開される可能性があ

る。また、一度ネットにアップロードした情報

を完全に削除するのは不可能に近い。自分のプ

ライバシーを大事にし、自ら守らなければなら

ないという意識を身に付けなければならない。

そして、ネットから得た情報に対して、情報の

信憑性を判断する力を身に付け、プライバシー

を守りながら、コミュニケーションと人間関係

を豊かにすることへと繋げていけたらよいだろ

う。

注
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